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⼩林味愛  （こばやし みあい）

株式��陽と�（ひとびと）代�  東�都立川���。

��義�⼤����政��科�業�、����査局�局、
���業省�向、株式��⽇���研��を�て、���
国⾒�に株式��陽と��立。

��の地域��を活かして地域と都�を�ぐ�々な事業を
�開。

��では、あんぽ�の��⼯�で��される�の⽪を活⽤
したコスメブランド『�⽇  わたしは�の⽊にのぼる』を
立ち上げ。�９回��省グッドライフアワード�別賞など
�々な賞を受賞。

��てをしながら��と立川と�梨の３�点��。

⾃⼰紹介





わたしたちが⽬指す社会
ビジョン 子どもたちの未来につながるダイバーシティ溢れる地域・社会のエコシステムをつくる。

〜誰しもが健やかでいられる優しい社会を。〜



陽と⼈が取り組む課題

付加価値労働⽣産性
の向上

アンコンシャスバイアス
の改善











問い

「なぜこの桃は価値がない
（魅⼒がない）のだろう？」





陽と⼈が取り組む課題



















「明⽇� わたしは柿の⽊にのぼる」は、収れんや消臭作⽤など柿にまつわる古来の知恵に着⽬したデリケートゾーンケアブランドです。
寝不⾜、不規則な⾷⽣活、疲労、免疫⼒の低下など、私たちの⽣活の乱れによって、デリケートゾーンの菌のバランスが崩れ、それがおりも

のの異常やかゆみなど、デリケートゾーンに症状としてあらわれます。
そのため、デリケートゾーンは「⾃分の⼼とカラダを知るバロメーター」になります。

1⽇10秒でもデリケートゾーンケアを通して、全ての⼥性がご⾃⾝をいたわるきっかけになりますように。�

植物由来の国産デリケートゾーンケアブランド「明⽇� わたしは柿の⽊にのぼる」

あんぽ柿の⽣産過程で廃棄され
ていた資源（柿の⽪）を製品の

主原料に使⽤。
そして⽣き⽣きと輝く⼥性をエ
ンパワメントする製品をつくる
ことで、社会へ還元します。
循環する社会の実現へ向けた活

動を⽌めません。

⽉経、妊娠、出産、
更年期、閉経、

そしてニオイや乾燥
といったデリケート
ゾーンのトラブルな
ど、⼥性特有のさま
ざまな悩みに寄り添

います。

⽯油系界⾯活性剤をはじめ、防腐剤や鉱物油も
無添加。

厳選した植物由来成分*を⽤いたシンプルな処⽅
にこだわり、国内⼯場で製造を⾏っています。



専⾨家とともに知識の普及



⼥性の健康課題を軸に、⾒えない多様性を「可視化」することで、組織のDE&Iやイノベ
ーションを促していくプログラム。
オリジナル映像教材（短編ドラマ）や対話を通じたアクティブラーニングの⼿法で実施。

「⼥性の⾒えない健康課題」に気づき、はじまる組織のDE&Iとイノベーション「⼥性の⾒えない健康課題」に気づき、はじまる組織のDE&Iとイノベーション
⾒える！ダイバーシティ研修⾒える！ダイバーシティ研修

01�インプットトーク01�インプットトーク
働く⼥性の健康課題を組織
で⽀援する意義とジェンダ
ードイノベーションズの概
念を再認識するための視点
の提供と事例紹介を⾏いま
す。

とある職場を舞台にしたオ
リジナル映像（短編ドラ
マ）を視聴し、登場⼈物の
背景や状況を想像、気づ
き・違和感を共有するワー
クを⾏います。⽉経・妊
娠・更年期など⼥性の健康
課題に関するアンコンシャ
スバイアスに⾃ら気づくた
めの思考と対話の時間で
す。

ワークで⾒た映像に出てくる⼥性の健
康課題の基礎知識の講義を⾏います。
この段階で“⾝体の仕組み”をインプ
ットすることで、⽣物学的な知識と
DE&Iの概念を融合していきます。そ
の上で、気づきをシェアして多様な意
⾒に⽿を傾けます。
最後に、「公正とは何か」「アンコンシ
ャスバイアスの弊害を抑制するために
は」という２つの観点からまとめを⾏
います。

02�実践ワーク・対話02�実践ワーク・対話 03�講義と気づきの共有03�講義と気づきの共有

「わたし」の課題を、「みんな」の課題へ。
⾃組織における「公正とは何か」を今⼀度⼀緒に考えてみる。



"陽と⼈型"課題解決のロジックモデル
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